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連
載
・
イ
ベ
ン
ト

映画『日本と再生』上映会より。左から、監督である河合
弘之弁護士、小泉純一郎元総理、ISEP所長・飯田哲也氏

糸
魚
川
の
復
興
も

〝
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ
〟の
視
点
で

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
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団
法
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ｆ
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．
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般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS

▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第④回

◆高機能素材Week2017（第8回高機能
フィルム展／第6回高機能プラスチッ
ク展／第4回高機能金属展／第2回高
機能セラミックス展／第1回接着・接
合EXPO ／第27回ファインテックジ
ャパン（液晶・有機EL・センサ技術
展 ）／ Photonix2017（第17回 光・ レ
ーザー技術展）／第17回光通信技術展

（FOE）／第1回映像伝送EXPO（VCOM）
会期：2017年4月5日（水）～ 7日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終
日は17：00まで）▷会場：東京ビッ
グサイト（東京都江東区有明3-11-1）
▷入場料：無料（事前登録制）▷主
催：リード エグジビション ジャパ
ン/問合せ先：展示会事務局【出展】
03-3349-8568 ／【 来 場 】03-5302-
3143（リードジャパン内）

◆関西農業ワールド2017（第1回[関西]
次世代農業EXPO ／第1回[関西]農業
資 材EXPO ／ 第1回 関 西6次 産 業 化
EXPO）
会期：2017年4月5日（水）～ 7日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終
日は17：00まで）▷会場：インテッ
クス大阪（大阪市住之江区南港北

1-5-102）▷入場料：無料（事前登録
制）▷主催：リード エグジビション
ジャパン/問合せ先：展示会事務局

【出展】03-3349-8511 ／【来場】
03-5302-3142（リードジャパン内）

◆TECHNO-FRONTIER 2017（テ ク ノ フ
ロンティア2017）（第35回モータ技
術展／第26回 モーション・エンジ
ニアリング展／第10回メカトロニク
ス技術展／第32回電源システム展／
第9回エコパワーソリューション展
／第30回EMC・ノイズ対策技術展／
第19回熱設計・対策技術展／集中展
示：機械部品・加工技術展／集中展
示：産学官交流技術移転フォーラム）
会期：2017年4月19日（水）～ 21日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：
00▷会場：幕張メッセ（千葉市美
浜区中瀬2-1）▷入場料：3,000円

（税込、ただし事前登録証持参者、
招待状持参者および学生は無料）
▷主催：一般社団法人 日本能率
協会/問合せ先：事務局03-3434-
0587（日本能率協会・産業振興セ
ンター内）

◆JECA FAIR 2017 ～第65回電設工業展～
会 期：2017年5月17日（水 ）～ 19日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
（初日は10：30から、最終日は16：

30まで）▷会場：東京ビッグサイト 
東1・2ホール（東京都江東区有明
3-11-1）▷入場料：無料（事前登録制）
▷主催：一般社団法人 日本電設工
業協会/問合せ先：JECA FAIR事務局
03-5413-2163

◆国際ウッドフェア2017（併催：バイ
オマスエキスポ 2017 Nagano）
会 期：2017年5月24日（水 ）～ 26日
（金）▷会場：ビッグハット（アリー
ナ・屋外駐車場）長野市若里3丁目22
番2号▷入場料：無料▷主催：フジ
サンケイ ビジネスアイ（日本工業新
聞社）/問合せ先：運営事務局03-
5786-3179（株式会社George P. John
son内）

◆人とくるまのテクノロジー展2017
横浜
会 期：2017年5月24日（水 ）～ 26日
（金）▷会場：パシフィコ横浜・展示
ホール（神奈川県横浜市西区みなと
みらい1丁目1-1）▷入場料：無料▷
主催：公益社団法人自動車技術会/
問合せ先：展示会事務局03-5542-
0811（株式会社大成社内）

◆バイオマスエキスポ 2017 Tokyo ／
第11回バイオマスエネルギー＆マテ
リアル製造装置・材料展／ Biomass 
Energy-Materials World Conferen

ce & Expo（同時開催＝「植物工場・
スマートアグリ展」「グリーンビル
ド展」「スマートファクトリー Jap
an」「2017防 災 産 業 展 in 東 京 」 主
催：日刊工業新聞社）
会期：2017年6月7日（水）～ 9日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会
場：東京ビッグサイト 東ホール（東
京都江東区有明3-11-1）▷入場料：
無料（登録入場制）▷主催：バイオマ
スエキスポ実行委員会/問合せ先：
http://biomassexpo.jp/top/

◆第16回バイオ・ライフサイエンス研
究展（第1回バイオ医薬EXPO ／第30
回インターフェックス ジャパン／第
11回in-PHARMA JAPAN-医薬品原料
国 際 展 ／ 第2回Drink JAPAN 飲 料・
液状食品 [開発][製造] 展）
会 期：2017年6月28日（水 ）～ 30日
（金）▷会場：東京ビッグサイト（東
京都江東区有明3-11-1）▷入場料：
無料（事前登録制）▷主催：リードエ
グジビション ジャパン/問合せ先：
03-3349-8509（リードジャパン内）

●国際シンポジウム「REvision2017自
然エネルギーが切り拓く未来」
会期：2017年3月8日（水）▷開催時間：
10：00 ～ 18：00（開場9：30）▷会場：

イイノホール（東京都千代田区内幸町
2-1-1 飯野ビル4F）▷入場料：無料

（事前登録制／先着順）▷主催：公益
財団法人自然エネルギー財団/問合せ
先：03-6866-1020 ※日英同時通訳あ
り

●第7回JOICワークショップ「M&Aに
よるオープンイノベーション推進」
会期：2017年3月8日（水）▷開催時間：
13：00 ～ 15：30▷会場：NEDOインキ
ュベーションセンター（NIC）＝NEDO川
崎本部5階（神奈川県川崎市幸区大宮町
1310番 ミューザ川崎セントラルタワ
ー）▷入場料：無料（要事前登録）▷主
催：オープンイノベーション協議会
（JOIC）/問合せ先：NEDOイノベーショ
ン推進部総括グループ044-520-5172

●住宅用太陽光発電メンテナンスセミ
ナー
会期：2017年3月12日（日）▷開催時間：
10：00 ～ 11：30▷会場：武蔵野公会
堂 第1・第2合同会議室（武蔵野市吉
祥寺南町1丁目6番22号）▷入場料：無
料（申込制／先着順）▷主催：東京都
／東京都環境公社/問合せ先：03-
5990-5066（クール・ネット東京代表）

新エネルギー関連
イベントカレンダー（3月～ 6月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会

▼
糸
魚
川
駅
北
大
火

昨
年
12
月
22
日
、
新
潟
県

糸
魚
川
市
の
駅
前
近
く
で
大

き
な
火
災
が
起
こ
っ
た
。
ラ

ー
メ
ン
店
か
ら
の
出
火
が
、

強
風
の
南
風
で
、
４
万
平
方

㍍
、
１
４
７
世
帯
が
延
焼
し

た
。
焼
失
し
た
建
物
の
中

に
、
新
潟
県
で
最
古
の
加
賀

の
井
酒
造
も
あ
っ
た
の
で
、

千
葉
県
に
住
む
身
で
あ
る

が
、
そ
の
復
興
に
関
わ
り
た

い
と
考
え
た
。

実
は
、
筆
者
は
ロ
ー
カ
ル

鉄
道
応
援
酒
「
鐵
の
道
」
と

い
う
日
本
酒
を
、
ロ
ー
カ
ル

鉄
道
沿
線
の
酒
造
に
商
品
化

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
、
10
本
の
「
鐵
の

道
」
が
誕
生
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
地
域
に
強
く
根
差
し

て
い
る
鉄
道
を
応
援
す
る
と

同
時
に
、
同
じ
く
地
域
に
強

く
根
差
し
て
い
る
日
本
酒
の

酒
蔵
を
応
援
す
る
と
い
う
取

り
組
み
で
あ
る
。

大
火
に
見
舞
わ
れ
た
そ
の

地
で
酒
造
を
営
む
加
賀
の
井

酒
造
。
そ
の
応
援
の
目
的

で
、
糸
魚
川
に
向
か
っ
た
。

▼
糸
魚
川
と
の
関
わ
り

晴
天
の
２
月
３
日
に
、
糸

魚
川
を
訪
問
し
、
加
賀
の
井

酒
造
の
蔵
元
の
小
林
大
祐
氏

と
、
忙
し
い
中
で
面
会
し
て

頂
い
た
。
同
氏
の
自
蔵
は
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
。
一
方
で

大
火
前
か
ら
市
内
に
あ
る
５

▼
復
興
へ
の
切
り
口

そ
の
後
、
遅
い
昼
食
を
摂

っ
た
街
な
か
カ
フ
ェ
で
、

「
東
京
糸
魚
川
会
」
の
会
報

を
見
つ
け
た
。
千
葉
に
戻
り

早
速
、
東
京
糸
魚
川
会
に
メ

ー
ル
や
電
話
を
し
、
事
務
局

長
と
会
報
編
集
長
と
、
東
京

で
お
会
い
し
た
。
同
会
は
、

糸
魚
川
出
身
者
約
２
０
０
人

が
会
員
で
あ
る
と
い
う
。
私

が
考
え
た
「
糸
魚
川
リ
バ
イ

バ
ル
」
と
い
う
復
興
計
画
を

説
明
し
、
今
後
の
取
り
組
み

へ
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。

こ
う
し
て
、
糸
魚
川
の
地

元
住
民
、
出
身
者
の
会
、
街

づ
く
り
の
プ
ロ
も
関
わ
っ
た

筆
者
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
糸
魚
川
市
役
所
に
伝
え

よ
う
と
電
話
す
る
と
、「
復

興
推
進
課
」
が
新
設
さ
れ
た

と
い
い
、
課
の
渡
辺
氏
と
意

見
交
換
し
た
。
同
課
に
は
多

く
の
同
様
の
提
案
が
あ
る
の

で
、
筆
者
の
提
案
に
す
ぐ
に

関
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

の
こ
と
。

同
課
と
電
話
で
再
三
の
面

談
を
申
し
入
れ
て
い
る
と
２

月
26
日
に
、
市
に
よ
る
被
災

住
民
向
け
の
説
明
会
が
あ
る

と
い
う
の
で
、
筆
者
は
糸
魚

川
に
出
か
け
た
。

▼
復
興
計
画
の
視
点

説
明
会
で
糸
魚
川
市
は
、

復
興
方
針
と
し
て
、
次
の
三

つ
の
視
点
を
掲
げ
た
。
①
災

害
に
強
い
ま
ち
、
②
賑
わ
い

の
あ
る
ま
ち
、
③
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
、
で
あ
る
。
ど

れ
も
必
須
で
妥
当
な
視
点
で

あ
る
が
、
具
体
策
は
こ
れ
か

ら
と
い
う
。

糸
魚
川
駅
北
大
火
は
、
年

末
に
発
生
、
１
月
に
は
、
安

倍
首
相
を
団
長
と
す
る
政
府

調
査
団
が
現
地
入
り
し
、
国

の
支
援
に
、
現
地
の
方
々

は
、
感
謝
し
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
、
も
う
２
か
月
が
経
過

し
た
。

糸
魚
川
出
身
の
作
詞
家
・

相
馬
御
風
（
１
８
８
３
～
１

９
５
０
）
は
、
早
稲
田
大
学

の
『
都
の
西
北
』
の
校
歌
の

作
者
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に

も
ふ
さ
わ
し
い
『
春
よ
来

い
』
と
い
う
童
謡
の
作
者
で

も
あ
る
。
被
災
者
の
心
に
、

真
の
春
が
訪
れ
、
秋
に
は
実

り
を
も
た
す
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

▼
地
元
密
着
の
復
興
計
画

を
！筆

者
は
26
日
と
翌
日
に
、

被
災
地
区
の
３
区
長
、
物
資

配
布
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
、
テ
レ
ビ
と
新
聞
の

記
者
、
小
林
氏
、
議
員
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
代
表
者
、
商
工
会
議

所
の
役
員
と
意
見
交
換
し
、

市
役
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
食
堂
、
書
店
な
ど

を
訪
ね
、
貴
重
な
情
報
収
集

が
で
き
た
。

大
火
の
現
場
は
、
商
売
と

暮
ら
し
、
復
興
と
未
来
計
画

な
ど
の
重
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
で
あ
る
。
筆
者
は
、

そ
の
思
い
を
つ
な
い
で
、
側

面
か
ら
〝

し
な
や
か
な
〟

支
援
を
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
そ
れ
を
「
糸
魚
川
ル
ネ

サ
ン
ス
」
と
呼
び
換
え
、
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

く
れ
ぐ
れ
も
被
災
地
が
、

利
権
や
魔
界
の
餌
食
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
地
元
の
歴
史

や
伝
統
、
地
勢
を
生
か
し

て
、
未
来
を
夢
見
れ
る
復
興

を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
主
眼
は
〝
Ｏ
ｆ

Ｂ
ｙ

Ｆ
ｏ
ｒ
〟
で
あ
る
と

信
じ
て
い
る
。
以
後
の
進
捗

は
続
報
と
し
た
い
。

＊
編
集
部
注
１

：

え
ん
ど
う
・

や
す
ひ
ろ
氏
。
１
９
４
０
年

生
ま
れ
。
元
・
千
葉
大
学
工

学
部
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
学

科
教
授
で
、
現
在
は
各
地
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
関
わ

る
。
建
築
学
、
都
市
工
学
、

ま
ち
づ
く
り
な
ど
が
専
門

蔵
の
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
動
も
し
て
お
り
、
さ
ら
に

焼
失
し
た
街
区
で
復
興
を
行

う
立
場
に
も
な
っ
た
。
応
援

し
て
い
た
だ
く
の
は
あ
り
が

た
い
が
、
自
蔵
だ
け
は
な
く

街
全
体
を
志
向
し
た
応
援
で

お
願
い
出
来
れ
ば
、
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
街
づ
く
り
全
体

の
復
興
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
に
し
た
。
筆
者
の
先
輩
教

授
に
延
藤
安
弘
氏
＊
１
が
お

り
、
い
ま
は
名
古
屋
市
の
長

者
町
に
基
地
を
置
き
、
全
国

的
に
〝
し
な
や
か
な
〟
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
実
践
し

て
き
た
プ
ロ
で
あ
る
。
神
戸

と
東
北
の
震
災
で
も
、
復
興

支
援
を
さ
れ
、
ま
た
孤
独
や

高
齢
化
で
空
虚
に
な
っ
た
都

会
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生

を
、「
幻
燈
会
」
と
い
う
独

特
の
手
法
で
成
果
を
つ
く
り

上
げ
て
い
る
。
実
は
、
加
賀

の
井
酒
造
の
親
会
社
は
、
名

古
屋
市
の
長
者
町
の
近
く
に

あ
り
、
延
藤
氏
に
は
大
火
直

後
の
12
月
25
日
に
、
復
興
支

援
へ
の
協
力
を
依
頼
し
て
い

た
。年

末
年
始
に
筆
者
は
、
こ

の
コ
ラ
ム
の
主
題
〝
Ｏ
ｆ

Ｂ
ｙ

Ｆ
ｏ
ｒ
〟
の
必
要
性
を

意
識
し
、
そ
の
確
認
の
た
め

に
、
そ
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
ゲ

テ
ィ
ス
バ
ー
グ
を
訪
ね
た

（
第
１
回
コ
ラ
ム
を
参
照
）。

小
林
氏
に
は
、
２
月
３
日
に

お
会
い
し
た
折
に
、
延
藤
氏

の
関
与
を
話
し
た
。

▼
復
興
へ
向
け
た
端
緒

２
月
３
日
、
大
火
現
場
を

見
回
っ
た
。
噴
煙
の
痕
を
印

し
焼
残
っ
た
建
物
、
瓦
礫
の

山
、
一
部
に
は
焼
臭
い
も
し

た
。
火
災
の
激
し
さ
を
思
わ

せ
る
飴
の
よ
う
に
曲
が
っ
た

ス
チ
ー
ル
の
棚
、
丸
焼
け
し

た
軽
自
動
車
が
痛
々
し
い
。

広
大
な
加
賀
の
井
酒
造
の
焼

跡
は
本
町
通
り
に
あ
る
が
、

面
会
し
た
小
林
氏
が
業
者
と

再
建
工
事
の
打
ち
合
わ
せ
す

る
姿
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
被
災
者
に
物
資

を
提
供
す
る
配
布
所
の
前
を

通
る
と
、
外
か
ら
も
迫
力
あ

る
多
数
の
絵
が
壁
に
貼
ら
れ

て
い
る
の
が
目
に
入
っ
た
。

思
わ
ず
中
に
入
れ
て
頂
い

た
。
復
興
支
援
の
た
め
に
全

国
の
各
地
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
絵
で
あ
る
と
い
う
。
同
じ

タ
ッ
チ
の
絵
は
、
小
林
氏
と

話
し
た
駅
前
の
ヒ
ス
イ
王
国

館
の
階
段
踊
り
場
の
壁
に
も

貼
ら
れ
て
お
り
、
携
帯
の
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
て
い
た
。

配
布
所
は
、
赤
十
字
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
。
被
災
街

区
の
区
長
さ
ん
も
居
ら
れ
、

大
火
の
当
時
や
そ
の
後
の
出

来
事
に
つ
い
て
お
聞
き
で
き

た
。
先
述
の
絵
は
、
絵
手
紙

協
会
と
い
う
組
織
が
あ
り
、

そ
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
金

子
氏
も
来
ら
れ
た
の
で
、
筆

者
は
「
復
興
に
立
ち
向
か
う

元
気
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
す

ね
」
と
、
感
想
を
述
べ
た
。

（写真上から）焼跡の大火現場、加賀の井
酒造の焼跡、復興支援として送られた絵

映画『日本と再生』上映会開催
再エネ導入を進める世界の潮流を再認識

氏
。
河
合
氏
は
現
役
の
弁
護
士
と
し
て
全

国
の
原
発
訴
訟
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

『
日
本
と
再
生
』
の
中
で
河
合
氏
は
欧

米
や
中
国
な
ど
世
界
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
現
場
に
足
を
運
び
、
人
々
の
声
を
聴

く
。
そ
こ
で
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
経

済
・
社
会
・
地
域
、
そ
し
て
人
々
の
生
活

と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
た
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
姿
だ
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
日
本
と
再
生

光
と
風
の
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
作
戦
』
の
上
映
会
が
都

内
で
行
わ
れ
た
。
本
作
は
、
日
本
の
原
子
力
発

電
が
抱
え
る
問
題
点
を
衝
い
た
『
日
本
と
原

発
』
２
部
作
に
続
く
第
三
作
目
と
な
る
。
２
部

作
は
自
主
上
映
に
も
関
わ
ら
ず
合
計
約
１
８
０

０
回
上
映
さ
れ
て
、
約
10
万
人
を
動
員
し
た
。

監
督
を
務
め
た
の
は
、
引
き
続
き
河
合
弘
之

「『
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
再
エ
ネ
は
割
に
合
わ

な
い
』
と
考
え
て
い
る
人
た
ち
に
観
て
ほ
し
い
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
儲
か
る
ん
で
す
」
と
河
合
氏
。

本
作
品
の
企
画
・
監
修
、
さ
ら
に
は
映
画
の

出
演
ま
で
こ
な
し
た
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研

究
所
（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
）
所
長
の
飯
田
哲
也
氏
は
「
ド

イ
ツ
の
シ
ュ
タ
ッ
ト
ヴ
ェ
ル
ケ
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
介
し
た
自
治
体
と
住
民
一

体
の
街
づ
く
り
も
可
能
だ
」
と
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
係
の
可
能

性
を
語
る
。
映
画
の
中
で
も
、
元
気
ア
ッ

プ
つ
ち
ゆ
（
福
島
県
）、
ま
め
っ
て
ぇ
鬼

無
里
（
長
野
県
）、
宝
塚
す
み
れ
発
電

（
兵
庫
県
）
な
ど
、
国
内
で
萌
芽
し
て
い

る
グ
ラ
ス
ル
ー
ツ
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
る
。

上
映
会
に
は
小
泉
純
一
郎
元
総
理
も

参
加
。
「
東
日
本
大
震
災
の
後
、
日
本
は

約
２
年
間
も
原
発
ゼ
ロ
を
経
験
し
た
。
そ

し
て
原
発
を
代
替
す
る
の
は
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
し
か
な
い
」
と
発
言
。
今
後
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
エ
ネ
の
進
展
に
期
待
を

込
め
た
。

　
映
画
『
日
本
と
再
生
』
は
渋
谷
ユ
ー

ロ
ス
ペ
ー
ス
と
横
浜
シ
ネ
マ
リ
ン
で
上
映

中
。
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
は
３
月
10
日
ま
で
だ

が
、
今
後
全
国
各
地
で
上
映
会
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
公
式
Ｈ
Ｐ
ま

で
。

▼http://www.nihontogenpat
su.com
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